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李
朝
後
期
の
権
力
構
造
の
歴
史
的
特
質

　
　
　
－
門
閥
と
党
派
1

は
じ
め
に

　
筆
者
が
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
研
究
課
題
の
ひ
と
つ
は
、
一
九

世
紀
の
朝
鮮
に
お
け
る
権
力
構
造
、
政
治
支
配
体
制
の
歴
史
的
特

質
の
究
明
で
あ
る
。
さ
し
あ
た
り
一
九
世
紀
を
い
く
つ
か
の
時
期

に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
、
こ
と
に
中
央
の
政
権
上
層
部
で
あ

る
高
級
官
僚
の
出
身
家
門
・
所
属
党
派
を
調
ぺ
、
ど
の
よ
う
な
党

派
・
家
門
で
構
成
さ
れ
る
勢
力
が
政
権
の
中
枢
を
掌
握
し
た
の
か
、

そ
れ
は
時
期
的
に
ど
の
よ
う
に
変
動
し
て
い
く
の
か
を
検
討
し
つ

つ
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
よ
う
や
く
一
九
世
紀
後
半
の
大
院
君
政
権

お
よ
び
関
氏
政
権
の
時
期
に
つ
い
て
、
政
権
上
層
部
の
構
成
に
関

す
る
分
析
成
果
を
発
表
し
た
が
、
予
備
的
調
査
に
要
し
た
期
問
も

含
め
る
と
、
－
す
で
に
一
〇
年
以
上
ρ
期
間
が
経
過
し
て
い
名
。
も

糟
　
　
谷

憲

ち
ろ
ん
、
こ
の
研
究
課
題
ぱ
か
り
に
専
念
で
き
な
か
っ
た
た
め
で

あ
る
と
は
い
え
一
残
る
一
九
世
紀
前
半
・
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
時

期
の
政
権
上
層
部
の
構
成
に
関
す
る
分
析
成
果
を
発
表
で
き
る
ま

で
に
は
、
か
な
り
の
期
問
を
要
し
そ
う
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
研
究
の
進
捗
状
況
で
は
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、

な
ぜ
こ
の
研
究
課
題
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
か
、
こ
の
研
究

課
題
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
ち
う
る
の
か
を
述
べ
て
、
筆
者
の

問
題
意
識
と
研
究
の
手
法
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
し
た

い
。

李
朝
末
期
政
治
史
研
究
か
ら
李
朝
後
期
政
治
史

研
究
へ

筆
者
帖
大
学
院
時
代
伽
ら
一
九
八
O
年
代
前
半
3
で
は
、
一
八
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六
〇
年
代
か
ら
一
九
一
〇
年
ま
で
の
時
期
に
お
け
る
朝
鮮
の
政
治

史
（
李
朝
末
期
政
治
史
あ
る
い
は
朝
鮮
近
代
政
治
史
）
に
主
と
し

て
関
心
を
持
ち
、
義
兵
運
動
や
開
化
派
の
運
動
、
独
立
協
会
の
運

動
な
ど
、
近
代
的
（
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
）
改
革
運
動
や
民
族
運
動
の

研
究
を
行
な
っ
て
き
た
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
李
朝
末
期
政
治
史

を
全
体
と
し
て
理
解
す
る
た
め
に
は
、
改
革
運
動
や
民
族
運
動
を

研
究
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
権
力
構
造
・
政
治
支
配
の
体
制
、
政

権
の
動
向
や
政
策
を
具
体
的
に
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
。

ま
た
李
朝
末
期
に
直
接
に
つ
な
が
る
時
期
、
一
九
世
紀
初
頭
以
来

の
政
治
史
、
さ
ら
に
は
ニ
ハ
世
紀
末
以
降
の
李
朝
後
期
の
政
治
史

に
つ
い
て
も
研
究
し
、
こ
れ
ら
と
李
朝
末
期
政
治
史
と
の
関
連
も

究
明
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
。

　
一
九
八
五
年
に
発
表
し
た
「
甲
申
政
変
・
開
化
派
研
究
の
課

題
」
は
、
以
上
の
よ
う
な
研
究
上
の
反
省
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ

っ
た
。
筆
者
は
、
一
八
八
四
年
の
甲
申
政
変
に
お
け
る
金
玉
均
ら

の
行
動
様
式
に
ふ
れ
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。

　
　
「
当
時
、
政
権
の
中
枢
一
上
層
部
は
首
都
漢
城
に
居
住
す
る

　
　
名
門
両
班
出
身
者
が
独
占
し
て
い
た
。
金
玉
均
・
洪
英
植
ら

　
　
は
名
門
出
身
者
で
あ
り
、
ま
だ
判
書
・
督
弁
ク
ラ
ス
に
ま
で

　
　
は
登
っ
て
い
な
い
が
、
そ
の
す
ぐ
下
位
の
官
職
に
達
し
て
お

　
　
り
、
順
調
に
進
め
ば
、
や
が
て
判
書
・
督
弁
ク
ラ
ス
の
官
職

　
　
に
就
く
こ
と
が
で
き
る
地
位
に
あ
う
た
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
こ
の
よ
う
な
彼
ら
の
地
位
は
、
彼
ら
の
政
治
行
動
の
形

　
　
態
・
方
式
を
規
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
ら
は
、
政
権
の

　
　
行
方
は
首
都
居
住
の
名
門
出
身
者
の
内
部
に
お
い
て
争
わ
れ

　
　
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
、
当
時
の
政
治
の
あ
り
方
か
ら
は
自

　
　
由
で
あ
り
え
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　
　
　
彼
ら
は
国
王
の
信
任
・
高
官
と
し
て
の
地
位
を
利
用
し
て
、

　
　
上
か
ら
の
改
革
を
実
施
し
よ
う
と
は
か
っ
た
。
政
権
を
獲
得

　
　
す
る
た
め
に
、
首
都
を
舞
台
に
ク
ー
デ
ー
タ
ー
を
起
こ
し
て
、

　
　
閲
氏
派
を
政
権
か
ら
追
う
こ
と
だ
け
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

　
　
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　
開
化
派
は
、
首
都
に
お
け
る
ク
ー
デ
ー
タ
ー
計
画
に
努
力

　
　
を
集
中
し
た
反
面
に
お
い
て
、
地
方
に
独
自
の
政
治
的
基
盤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
を
つ
く
り
出
す
努
力
は
何
ら
行
な
っ
て
い
な
い
。
」

　
両
班
と
は
李
朝
国
家
の
支
配
身
分
で
あ
り
、
官
僚
を
出
し
た
、

あ
る
い
は
出
し
う
る
家
系
（
家
門
）
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
判

書
は
六
曹
（
吏
曹
・
兵
曹
・
戸
曹
・
礼
曹
・
刑
曹
・
工
曹
の
総
称

で
あ
り
、
行
政
を
分
掌
す
る
官
庁
で
あ
る
）
の
長
官
、
督
弁
は
当

時
、
外
交
・
開
化
政
策
を
管
掌
す
る
官
庁
と
し
て
新
設
さ
れ
た
統
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理
軍
国
事
務
衙
門
、
統
理
交
渉
通
商
事
務
衙
門
な
ど
の
長
官
で
あ

る
。
こ
の
一
文
は
、
政
権
上
層
部
を
名
門
両
班
出
身
者
が
独
占
し

て
い
る
こ
と
、
金
玉
均
ら
も
名
門
両
班
出
身
者
で
あ
り
、
名
門
両

班
出
身
者
の
政
治
行
動
の
形
態
・
方
式
に
規
定
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
、
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
の
李
朝
国
家
の
支
配
体
制
・

権
力
構
造
と
開
化
派
の
政
治
行
動
の
形
態
・
方
式
を
関
連
づ
け
て

把
握
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
先
立
っ
て
、
筆
者
は
武
田
幸
男
編
『
朝
鮮
史
』
（
山
川

出
版
社
、
一
九
八
五
年
）
の
一
部
を
分
担
執
筆
し
た
。
担
当
部
分

は
、
壬
辰
・
丁
酉
倭
乱
（
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
侵
略
）
の
後
か
ら
一

九
一
〇
年
ま
で
の
歴
史
、
す
な
わ
ち
李
朝
後
期
・
末
期
の
歴
史
で

あ
う
た
。
戦
後
の
研
究
の
到
達
点
を
ふ
ま
え
て
通
史
の
叙
述
を
行

な
う
た
の
で
あ
っ
た
が
、
当
時
は
李
朝
後
期
の
政
治
史
研
究
の
蓄

稜
は
乏
し
か
っ
た
。
戦
前
に
お
け
る
研
究
を
勉
強
す
る
と
と
も
に
、

朝
鮮
総
督
府
朝
鮮
史
編
修
会
編
『
朝
鮮
史
』
第
三
・
四
・
五
編
を

も
と
に
し
て
詳
し
い
年
表
を
作
っ
た
。
朝
鮮
史
編
修
会
編
『
朝
鮮

史
』
は
、
『
大
日
本
史
料
』
の
体
裁
に
な
ら
い
、
日
付
の
順
に
重

要
な
人
事
・
事
件
に
関
す
る
記
事
を
配
列
し
、
各
記
事
の
末
尾
に

典
拠
と
し
た
史
料
を
示
し
て
い
る
。
一
年
ほ
ど
か
け
て
『
朝
鮮

■
■
史
』
i
め
記
事
を
抜
粋
し
て
年
表
を
作
る
こ
と
に
よ
㌧
て
、
李
朝
の

後
期
を
と
お
し
て
の
政
治
史
の
流
れ
と
基
礎
的
知
識
を
学
ぷ
こ
と

が
で
き
た
。
こ
の
作
業
を
ふ
ま
え
て
、
李
朝
後
期
政
治
史
の
部
分

を
書
い
た
の
で
あ
る
が
、
李
朝
後
期
の
政
治
史
の
重
要
な
部
分
を

党
争
が
占
め
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
概
説
書
と
し
て
ま
比
較
的

詳
し
く
党
争
に
関
し
て
叙
述
し
た
。

　
党
争
と
は
、
一
五
七
五
年
に
始
ま
っ
た
両
班
官
僚
内
部
の
党
派

に
よ
る
闘
争
の
こ
と
で
あ
る
。
一
五
七
五
年
に
両
班
は
東
人
と
西

人
と
の
二
つ
の
党
派
に
分
裂
し
た
。
そ
の
後
、
東
人
・
西
人
と
も

に
分
裂
し
、
一
七
世
紀
末
に
は
老
論
・
少
論
・
南
人
・
北
人
の
四

党
派
（
四
色
党
派
と
い
う
）
の
体
制
が
形
成
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

一
七
世
紀
半
ぱ
か
ら
末
に
か
け
て
は
西
人
と
南
人
と
の
党
争
が
、

一
七
世
紀
末
・
か
ら
英
祖
時
代
（
在
位
一
七
二
五
－
一
七
七
六
）
初

期
に
か
け
て
は
老
論
と
少
論
と
の
党
争
が
激
し
く
展
開
さ
れ
た
。

英
祖
は
老
論
・
少
論
の
双
方
か
ら
議
政
（
大
臣
）
・
判
書
を
登
用

し
て
、
両
者
を
調
停
し
、
党
争
の
抑
制
を
図
っ
た
。
こ
れ
が
蕩
平

策
で
あ
り
、
こ
れ
以
後
、
党
派
の
対
立
は
緩
和
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　
筆
者
は
党
争
の
経
過
を
叙
述
す
る
と
と
も
に
、
党
争
の
特
徴
を
、

①
各
党
派
は
領
袖
た
ち
と
の
血
縁
・
地
域
的
な
結
合
関
係
、
朱
子

学
の
学
派
や
学
統
の
共
通
性
な
ど
に
基
づ
い
て
成
立
し
た
、
②
各

党
派
は
お
の
お
の
に
所
属
す
喝
両
班
の
家
門
を
媒
介
に
し
て
世
襲
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さ
れ
、
党
争
が
激
化
す
る
と
婚
姻
関
係
も
自
己
の
党
派
内
に
限
定

さ
れ
て
、
そ
の
閉
鎖
性
・
排
他
性
が
強
ま
っ
た
、
③
蕩
平
以
後
も

老
論
が
政
治
的
優
位
を
占
め
、
こ
れ
に
属
す
る
両
班
の
家
門
か
ら

は
、
何
代
に
も
わ
た
づ
て
王
の
外
戚
や
高
官
を
輩
出
す
る
名
門
が

形
成
さ
れ
、
一
八
世
紀
に
は
門
閥
政
治
の
傾
向
が
強
ま
っ
た
、
の

三
点
に
整
理
し
た
。

　
　
　
二
　
一
九
世
紀
朝
鮮
政
治
史
研
究
の
史
料
と
方
法

　
『
朝
鮮
史
』
の
分
担
執
筆
を
通
じ
て
、
筆
者
は
李
朝
後
期
政
治

史
、
と
く
に
党
争
の
歴
史
に
つ
い
て
関
心
を
深
め
た
。
『
朝
鮮
史
』

が
刊
行
さ
れ
た
一
九
八
五
年
八
月
の
後
、
『
万
姓
大
同
譜
』
（
ソ
ウ

ル
・
万
姓
大
同
譜
発
行
所
編
、
一
九
三
一
年
）
と
い
う
系
図
集
を

入
手
し
た
。
こ
れ
は
両
班
の
族
譜
（
一
族
の
系
図
）
の
要
約
版
を

集
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
一
族
は
姓
と
本
貫
（
始
祖
の
出
身
地
）

を
付
し
て
「
全
州
李
氏
」
の
よ
う
に
呼
称
さ
れ
る
。
「
全
州
李
氏
」

の
姓
は
李
で
あ
り
、
本
貫
は
全
州
（
現
在
の
全
羅
北
道
に
属
す

る
）
で
あ
る
。
ち
な
み
に
李
朝
の
国
王
は
全
州
李
氏
で
あ
る
。

『
万
姓
大
同
譜
』
は
全
州
李
氏
を
冒
頭
に
し
て
、
勢
力
の
大
き
か

っ
た
姓
の
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。
一
面
が
二
一
段
に
分
割
さ
れ
、

四
段
分
で
四
世
代
を
記
載
し
、
そ
の
四
世
代
分
を
記
し
終
え
る
と
、

一
つ
の
四
段
分
の
途
中
で
あ
っ
て
も
、
次
の
四
世
代
分
の
記
載
を

す
ぐ
に
続
け
て
記
し
て
い
く
方
式
が
取
ら
れ
て
い
る
。
前
の
四
世

代
と
後
の
四
世
代
と
の
つ
な
が
り
は
、
後
の
四
世
代
の
最
初
の
世

代
の
人
名
の
右
肩
に
、
前
の
四
世
代
の
最
後
の
世
代
の
人
名
を
小

さ
く
記
す
こ
と
に
よ
っ
て
わ
か
る
よ
う
に
し
て
あ
る
。
人
名
の
上

に
は
「
子
」
と
記
し
て
父
子
関
係
を
示
し
、
養
子
の
場
合
は

「
系
」
と
記
し
て
養
子
に
入
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
養
子
に

出
た
子
の
場
合
に
は
、
人
名
の
下
に
「
出
」
と
記
し
て
い
る
。

「
子
」
「
系
」
「
出
」
な
ど
は
、
人
名
を
示
す
大
き
な
字
の
四
分
の

一
ほ
ど
の
小
さ
な
字
を
用
い
て
い
る
。
各
人
名
の
左
横
に
は
、
や

は
り
小
さ
な
字
を
用
い
て
、
官
僚
に
就
任
し
た
場
合
の
出
身
経
路

（
文
科
・
武
科
・
蔭
叙
な
ど
の
別
）
、
就
任
し
た
重
要
官
職
や
最
高

位
の
官
職
（
略
号
で
記
載
）
、
譲
や
号
、
師
弟
関
係
が
記
さ
れ
、

最
後
に
配
偶
者
に
つ
い
て
「
李
天
輔
女
」
と
い
う
よ
う
に
記
載
さ

れ
て
い
る
。

　
こ
の
『
万
姓
大
同
譜
』
を
見
る
作
業
を
さ
っ
そ
く
始
め
た
。
世

代
間
の
つ
な
が
り
、
系
譜
関
係
を
た
ど
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、

B
4
版
の
紙
を
横
に
貼
り
あ
わ
せ
て
、
目
本
式
の
系
図
に
書
き
直

し
た
。
一
九
八
五
年
の
一
一
月
に
始
め
て
、
翌
年
の
夏
休
み
ま
で
、

こ
の
作
業
を
続
け
た
。
そ
の
結
果
、
科
挙
の
合
格
者
や
高
官
を
輩
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出
し
た
家
門
、
名
門
同
士
の
婚
姻
関
係
の
存
在
、
養
子
関
係
、
朱
　
　
入
し
た
が
、
ま
ず
役
立
っ
た
の
は
李
建
昌
の
著
書
『
党
議
通
略
』

子
学
者
と
し
て
の
名
声
や
師
弟
関
係
な
ど
を
、
具
体
的
に
知
る
こ
　
　
と
『
南
譜
』
『
北
譜
』
で
あ
る
。
李
建
昌
は
一
九
世
紀
の
人
で
、

と
が
で
き
た
。
こ
の
作
業
が
、
冒
頭
に
述
べ
た
予
備
的
調
査
の
始
　
　
全
州
李
氏
徳
泉
君
派
（
第
二
代
国
王
定
宗
の
王
子
で
あ
る
徳
泉
君

ま
り
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
子
孫
の
一
族
）
の
出
身
で
あ
り
、
党
派
は
少
論
に
属
す
る
。

　
し
ば
ら
く
作
業
を
中
断
し
た
あ
と
、
一
九
八
八
年
に
略
系
図
を
　
　
『
党
議
通
略
』
は
英
祖
の
半
ぱ
に
至
る
ま
で
の
党
争
に
関
す
る
通

作
り
直
し
た
け
れ
ど
も
、
『
万
姓
大
同
譜
』
を
コ
ピ
ー
し
て
、
そ
　
　
史
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
れ
を
通
読
し
て
党
争
の
過
程
に
つ
い
て
認

れ
に
必
要
な
情
報
を
書
き
人
れ
る
方
が
効
率
的
で
あ
る
と
気
づ
い
　
　
識
を
深
め
、
ま
た
各
時
期
の
各
党
派
の
代
表
的
な
人
物
が
誰
で
あ

て
、
こ
の
年
の
末
か
ら
翌
年
の
初
め
に
か
け
て
、
コ
ピ
ー
に
必
要
　
　
る
か
に
つ
い
て
、
多
く
の
知
識
を
得
た
。
『
南
譜
』
『
北
譜
』
は
北

な
情
報
を
書
き
入
れ
る
こ
と
を
始
め
た
。
高
官
就
任
者
に
つ
い
て
　
　
人
・
南
人
に
属
す
る
家
門
の
系
譜
の
集
成
で
あ
る
。
こ
れ
に
基
づ

は
、
品
階
（
日
本
の
位
階
に
相
当
）
が
正
二
品
以
上
、
従
二
晶
、
　
　
い
て
、
『
万
姓
大
同
譜
』
の
コ
ピ
ー
に
南
人
・
北
人
の
家
門
を
鉛

正
三
品
堂
上
官
の
三
つ
に
区
分
し
て
、
蛍
光
ペ
ン
を
使
っ
て
塗
り
　
　
筆
を
使
っ
て
囲
ん
で
み
た
。
ま
た
『
党
議
通
略
」
に
出
て
く
る
党

分
け
、
ま
た
科
挙
（
文
科
と
武
科
）
合
格
者
も
「
文
」
「
武
」
と
　
　
派
に
関
す
る
情
報
も
、
該
当
人
物
を
探
し
出
し
て
記
入
し
た
。

い
う
小
さ
な
字
を
黄
色
の
蛍
光
ペ
ン
で
塗
り
、
高
官
が
す
ぐ
に
わ
　
　
　
こ
う
し
て
『
万
姓
大
同
譜
』
の
コ
ピ
ー
に
は
多
く
の
情
報
が
書

か
る
よ
う
に
し
た
。
つ
い
で
文
科
（
文
官
を
登
用
す
る
科
挙
）
合
　
　
き
込
ま
れ
て
、
党
派
と
門
閥
を
研
究
す
る
た
め
の
準
備
が
備
わ
う

格
者
の
名
簿
で
あ
る
『
国
朝
文
科
梯
目
』
と
そ
の
索
引
を
利
用
し
　
　
て
き
た
。
こ
の
『
万
姓
大
同
譜
」
の
基
礎
的
な
調
査
・
分
析
作
業

て
、
文
科
合
格
者
の
生
年
、
文
科
合
格
年
を
記
入
し
た
。
ま
た
朝
　
　
を
行
な
っ
た
一
九
八
五
年
か
ら
八
九
年
初
め
に
か
け
て
、
筆
者
の

鮮
史
編
修
会
編
『
朝
鮮
史
』
や
『
朝
鮮
人
名
辞
書
』
を
利
用
し
て
、
　
勤
務
先
で
あ
っ
た
新
潟
大
学
人
文
学
部
に
は
、
卒
業
論
文
．
修
士

生
没
年
が
わ
か
る
人
物
の
生
没
年
も
記
入
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
論
文
の
課
題
と
し
て
、
一
七
世
紀
末
か
ら
英
祖
初
期
ま
で
の
老

　
　
一
九
八
七
年
に
は
ソ
ウ
ル
の
騒
江
出
版
社
が
、
『
朝
鮮
党
争
関
　
　
論
・
少
論
の
党
争
を
選
ん
だ
学
生
（
の
ち
院
生
）
が
い
て
、
そ
の

■
係
資
料
集
』
の
刊
行
を
開
始
↓
た
。
こ
の
史
料
集
を
さ
っ
そ
ぺ
購
1
，
相
談
の
た
め
に
朝
鮮
史
編
修
会
編
■
H
朝
鮮
史
』
の
該
当
部
分
を
読
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み
直
し
、
『
朝
鮮
党
争
関
係
資
料
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
関
係

資
料
の
い
く
つ
か
に
部
分
的
に
目
を
と
お
し
た
こ
と
も
、
党
争
に

関
す
る
知
識
を
深
め
る
上
に
お
い
て
よ
い
機
会
と
な
っ
た
。

　
一
九
八
九
年
一
〇
月
に
は
、
朝
鮮
史
研
究
会
の
大
会
に
お
い
て

「
関
氏
政
権
論
」
に
つ
い
て
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
閏
氏
政

権
は
一
八
七
三
年
＝
月
（
陰
暦
、
以
下
同
じ
）
に
成
立
し
、
一

八
八
二
年
六
月
の
壬
午
軍
乱
、
一
八
八
四
年
一
〇
月
の
甲
申
政
変

の
際
に
倒
れ
た
が
、
そ
の
都
度
復
活
し
、
一
八
九
四
年
六
月
の
日

本
軍
の
王
宮
占
領
に
よ
っ
て
倒
さ
れ
る
ま
で
存
続
し
た
政
権
で
あ

り
、
王
妃
関
氏
（
の
ち
明
成
皇
后
と
論
さ
れ
る
）
の
一
族
で
あ
る

老
論
の
騒
興
閲
氏
が
政
権
中
枢
部
を
占
め
た
政
権
で
あ
る
。
夏
休

み
の
後
半
以
降
、
報
告
を
準
備
し
た
が
、
「
閲
氏
政
権
論
」
と
い

う
題
を
掲
げ
た
も
の
の
、
閲
氏
政
権
の
権
力
構
造
に
つ
い
て
、
い

く
つ
か
の
重
要
な
点
に
し
ぽ
っ
て
論
ず
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
大
会
報
告
の
内
容
は
若
干
の
補
正
を
加
え
て
、
一
九
九
〇
年
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

月
に
論
文
と
し
て
発
表
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
関
氏
政
権
上
層
部

の
構
成
に
関
し
て
、
三
つ
の
点
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

第
一
は
、
政
権
中
枢
部
を
占
め
た
関
氏
一
族
と
は
、
麗
興
関
氏
の

う
ち
、
三
房
派
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

第
二
は
、
関
氏
一
族
が
政
権
上
層
部
の
官
職
に
占
め
た
比
重
を
分

析
し
て
み
る
と
、
そ
の
比
重
が
き
わ
め
て
大
き
か
っ
た
と
い
う
点

で
あ
る
。
第
三
は
閲
氏
一
族
へ
の
権
力
集
中
を
支
え
た
要
因
と
し

て
、
閲
氏
政
権
期
に
政
権
上
層
部
に
お
け
る
老
論
優
位
の
体
制
が

極
大
に
達
し
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
第
一
の
点
を
検
討
す
る
た
め
に
は
、
『
万
姓
大
同
譜
』
に
収
め

ら
れ
た
騒
興
閲
氏
の
系
譜
を
も
と
に
、
略
系
図
を
作
成
す
る
一
方
、

『
日
省
録
』
を
も
と
に
政
権
上
層
部
の
官
職
に
就
任
し
た
こ
と
の

あ
る
騒
興
閲
氏
に
属
す
る
官
僚
の
一
覧
表
を
作
成
し
た
。
略
系
図

を
も
と
に
、
麗
興
関
氏
が
高
麗
時
代
の
一
一
世
紀
以
来
の
名
門
で

あ
る
こ
と
、
党
争
の
中
で
騒
興
閲
氏
も
党
派
を
異
に
す
る
い
く
つ

か
の
家
門
に
分
か
れ
た
こ
と
（
老
論
・
少
論
・
北
人
な
ど
の
諸
家

門
に
分
か
れ
た
こ
と
）
を
示
し
た
上
で
、
政
権
上
層
部
の
官
職
に

就
任
し
た
騒
興
閲
氏
の
一
覧
表
と
対
比
し
て
、
政
権
中
枢
部
を
占

め
た
関
氏
一
族
と
は
三
房
派
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。
三
房
派
と
は
、
一
七
世
紀
後
半
に
活
躍

し
た
関
著
重
（
一
六
二
五
！
ニ
ハ
七
七
、
司
憲
府
大
司
憲
に
登

る
）
・
関
鼎
重
（
一
六
二
八
－
一
六
九
二
、
左
議
政
に
登
る
）
・
関

維
重
（
一
六
三
〇
－
一
六
八
七
、
粛
宗
の
妃
・
仁
顕
王
后
の
父
で
、

領
敦
寧
府
事
と
な
る
）
の
三
兄
弟
の
子
孫
を
指
す
。
三
兄
弟
の

子
・
孫
・
曾
孫
か
ら
は
、
右
議
政
閲
鎮
長
（
鼎
重
の
子
）
・
左
議
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政
閲
鎮
遠
（
維
重
の
子
）
・
右
議
政
関
応
深
（
蕃
重
の
孫
）
・
右
議

政
閲
百
祥
（
維
重
の
孫
）
の
四
人
の
議
政
、
関
鎮
周
（
著
重
の

子
）
・
閲
百
興
（
維
重
の
孫
）
の
二
人
の
判
書
な
ど
が
輩
出
し
、

一
七
世
紀
後
半
か
ら
一
八
世
紀
半
ぱ
に
か
け
て
三
房
派
は
大
い
に

繁
栄
し
た
の
で
あ
る
。

　
閲
氏
政
権
期
に
は
、
閲
世
錆
・
閲
斗
錆
・
関
泳
駿
（
蓄
重
の
子

孫
）
、
閲
致
庫
・
関
致
序
・
関
歪
錆
・
関
謙
錆
・
閲
台
鏑
・
関
泳

緯
・
閲
泳
穆
・
閾
泳
翅
・
関
泳
商
・
閲
泳
換
・
閲
泳
詔
・
関
泳

歪
・
関
泳
達
・
関
応
植
（
維
重
の
子
孫
）
の
一
七
名
の
判
書
（
関

蚕
鏑
は
右
議
政
に
登
る
）
が
三
房
派
か
ら
出
て
い
る
。
閾
氏
政
権

期
に
お
け
る
老
論
の
麗
輿
関
氏
の
議
政
・
判
書
就
任
者
は
、
す
べ

て
三
房
派
に
属
し
た
の
で
あ
る
。
同
じ
く
老
論
の
騒
興
閲
氏
の
参

判
（
六
曹
の
次
官
）
就
任
者
、
参
議
（
六
曹
の
第
三
等
の
官

職
）
・
承
旨
（
王
命
の
出
納
を
担
当
す
る
承
政
院
の
官
職
で
、
参

議
と
同
じ
く
正
三
品
堂
上
官
で
あ
る
）
就
任
者
に
つ
い
て
も
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
三
房
派
に
属
し
て
い
た
。
三
房
派
の
う
ち
閲
維
重

の
子
孫
が
と
く
に
繁
栄
し
た
の
は
、
王
妃
関
氏
が
閲
維
重
の
直
系

の
出
身
で
あ
り
、
政
権
の
実
権
を
掌
握
す
る
世
道
の
地
位
が
関
升

錆
（
王
妃
の
兄
）
↓
閲
杢
鏑
（
台
錆
の
弟
）
↓
関
謙
錆
（
升
錆
の

実
弟
）
・
閲
台
錆
（
升
錆
の
嗣
子
で
あ
る
泳
翅
の
生
父
）
↓
閏
応

植
↓
関
泳
駿
（
本
来
は
升
錆
の
従
兄
弟
で
あ
る
斗
錆
の
子
）
と
い

う
よ
う
に
、
閲
維
重
の
子
孫
の
間
を
移
動
し
た
た
め
で
あ
る
。

　
第
二
の
点
を
検
討
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
『
清
選
考
』
と
い
う

書
物
．
に
収
録
さ
れ
て
い
る
重
要
官
職
就
任
者
の
就
任
一
覧
表
を
利

用
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
重
要
官
職
に
占
め
る
騒
輿
閲
氏
の
比
重
を

算
出
し
た
。
た
だ
重
要
官
職
の
す
べ
て
を
網
羅
し
た
も
の
で
は
な

か
っ
た
。

　
第
三
の
点
を
検
討
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
『
高
宗
実
録
』
を
も

と
に
し
て
大
院
君
政
権
期
（
一
八
六
三
年
二
一
月
－
一
八
七
三
年

一
一
月
。
国
王
高
宗
の
生
父
で
あ
る
大
院
君
が
政
権
を
掌
握
し
た

時
期
）
、
関
氏
政
権
期
の
議
政
・
判
書
就
任
者
の
一
覧
表
を
、
朝

鮮
史
編
修
会
編
『
朝
鮮
史
』
第
六
編
第
一
－
三
巻
を
も
と
に
し
て

純
祖
・
憲
宗
・
哲
宗
時
代
（
一
八
○
○
1
一
八
六
三
年
）
の
議

政
・
判
書
就
任
者
の
一
覧
表
を
作
成
し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時

期
に
お
け
る
議
政
・
判
書
就
任
者
の
党
派
別
・
姓
氏
（
姓
貫
）
別

構
成
を
分
析
し
た
。
分
析
の
た
め
に
利
用
し
た
史
料
は
、
『
国
朝

文
科
楊
目
』
『
万
姓
大
同
譜
』
な
ど
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
閲

氏
政
権
期
に
は
老
論
の
占
め
る
比
重
が
も
っ
と
も
大
き
く
な
る
と

い
う
結
論
を
得
た
の
で
あ
っ
た
。

　
大
会
報
告
後
、
論
文
を
ま
と
め
る
ま
で
の
間
に
、
重
要
官
職
就
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任
者
を
リ
ス
ト
・
ア
ッ
プ
す
る
た
め
に
使
用
す
る
史
料
と
し
て
は
、

『
承
政
院
日
記
』
が
人
事
の
記
録
を
も
っ
と
も
網
羅
的
に
載
せ
て

い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
一
部
を
利
用
し
た
。
そ
の
後
、
大
院
君
政

権
期
・
閲
氏
政
権
期
の
政
権
上
層
部
の
官
職
へ
の
就
任
者
を
、

『
承
政
院
日
記
』
か
ら
リ
ス
ト
・
ア
ッ
プ
す
る
作
業
を
、
一
九
九

〇
年
に
開
始
し
た
。
こ
の
『
承
政
院
日
記
』
は
新
潟
大
学
に
は
所

蔵
さ
れ
て
お
ら
ず
、
購
入
す
る
に
は
あ
ま
り
に
も
高
価
で
あ
っ
た

の
で
、
東
京
大
学
文
学
部
の
研
究
室
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
を

借
り
出
し
て
コ
ピ
ー
し
て
使
用
し
た
。
人
事
関
係
の
記
録
に
つ
い

て
は
関
係
の
人
名
を
赤
鉛
筆
を
使
っ
て
丸
く
囲
ん
で
お
い
て
、
こ

れ
を
ル
ー
ス
・
リ
ー
フ
に
書
き
写
す
作
業
を
根
気
よ
く
続
け
た
。

コ
ピ
ー
を
使
う
し
か
な
か
っ
た
の
で
、
大
胆
に
赤
丸
を
つ
け
る
こ

と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
て
作
成
し
て
い
っ

た
官
職
リ
ス
ト
を
基
礎
史
料
と
し
て
、
大
院
君
政
権
期
、
関
氏
政

権
前
半
期
（
成
立
か
ら
甲
申
政
変
前
ま
で
）
、
第
二
次
大
院
君
政

権
期
（
壬
午
軍
乱
に
よ
っ
て
成
立
し
た
大
院
君
の
政
権
）
、
関
氏

政
権
後
半
期
（
甲
申
政
変
後
か
ら
倒
壊
ま
で
）
と
時
期
の
順
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
お
け
る
政
権
上
層
部
の
党
派
別
姓
氏
別
構
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

を
分
析
し
、
そ
の
結
果
を
逐
次
発
表
し
つ
つ
あ
る
し
だ
い
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
一
九
世
紀
の
朝
鮮
の
権
力
構
造
を
究
明
す
る

こ
と
を
研
究
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
る
に
至
っ
た
経
緯
と
研
究
の

経
過
と
を
述
ぺ
て
み
た
。
こ
の
研
究
課
題
を
取
り
上
げ
る
に
至
っ

た
動
機
は
、
李
朝
後
期
の
政
治
・
党
争
に
関
心
を
深
め
、
党
争
と

門
閥
の
存
在
が
李
朝
末
期
に
至
る
ま
で
の
朝
鮮
の
政
治
を
大
き
く

規
定
し
て
い
る
こ
と
を
具
体
的
に
知
り
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ

る
。
党
派
と
門
閥
を
研
究
す
る
た
め
の
史
料
に
つ
い
て
十
分
に
は

分
か
ら
ず
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
方
法
を
用
い
て
研
究
を
進
め
る
か

も
よ
く
わ
か
ら
な
い
状
態
に
お
い
て
、
こ
の
研
究
課
題
を
お
ぼ
ろ

げ
に
設
定
し
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
、
か
な
り
長
い
期
問
を
費
や
し

て
、
よ
う
や
く
政
権
上
層
部
の
党
派
別
姓
氏
別
構
成
を
分
析
す
る

方
法
を
つ
か
み
、
そ
の
た
め
に
適
切
な
史
料
を
見
い
だ
す
こ
と
が

で
き
た
と
思
う
。
そ
し
て
根
気
よ
く
史
料
を
読
み
、
分
析
し
た
こ

と
だ
け
が
、
私
の
研
究
の
取
り
柄
で
あ
ろ
う
か
と
患
っ
て
い
る
。

一一一

李
朝
後
期
政
治
史
に
お
け
る
党
派
と
門
閥
の

重
要
性

次
に
一
九
世
紀
の
朝
鮮
の
権
力
構
造
の
究
明
と
い
う
研
究
課
題

が
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
ち
う
る
か
に
つ
い
て
、
筆
者
が
考
え

る
と
こ
ろ
を
記
そ
う
。

筆
者
は
、
権
力
構
造
と
い
う
用
語
を
、
国
家
機
構
の
編
成
、
政
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治
支
配
の
担
い
手
の
編
成
を
あ
わ
せ
た
意
味
に
お
い
て
用
い
て
い

る
。
権
力
構
造
の
究
明
は
、
政
治
史
研
究
上
の
主
要
課
題
で
あ
る
。

そ
し
て
政
権
上
層
部
の
党
派
別
姓
氏
別
構
成
の
分
析
は
、
一
九
世

紀
の
朝
鮮
の
権
力
構
造
を
究
明
す
る
上
で
中
心
的
な
位
置
を
占
め

る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
当
時
の
政
権
上
層
部
が
両
班
官
僚
内
部

の
党
派
・
門
閥
の
間
の
力
関
係
に
応
じ
て
編
成
さ
れ
て
お
り
、
特

定
党
派
・
特
定
門
閥
に
権
力
が
集
中
す
る
と
こ
ろ
に
当
時
の
権
力

構
造
の
特
質
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
門
閥
に
権
力
が
集
中
す
る
傾
向
は
、
李
朝
初
期
以
来
の
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
門
閥
政
治
の
傾
向
は
李
朝
後
期
に
は
党
争
と
結
ぴ
つ

い
て
強
ま
り
、
一
九
世
紀
に
入
っ
て
特
定
門
閥
、
す
な
わ
ち
外
戚

家
門
に
権
力
が
集
中
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
以
下
に

も
う
少
し
詳
し
く
説
明
し
よ
う
。

　
李
朝
（
二
二
九
二
－
一
九
一
〇
年
）
の
国
家
機
構
は
文
武
の
官

僚
に
よ
っ
て
担
わ
れ
、
全
国
を
道
や
そ
の
下
の
府
・
牧
・
郡
．
県

な
ど
の
行
政
区
画
に
分
け
て
、
中
央
か
ら
官
僚
を
派
遣
し
て
統
治

す
る
中
央
集
権
的
官
僚
制
国
家
で
あ
う
た
。
こ
う
し
た
国
家
機
構

は
、
李
朝
の
前
の
王
朝
で
あ
る
高
麗
（
九
一
八
－
二
二
九
二
年
）

の
そ
れ
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
高
麗
国
家
は
地
方
の
豪
族

の
出
身
者
を
文
武
の
官
僚
に
登
用
し
た
。
九
五
八
年
に
は
官
僚
の

登
用
試
験
で
あ
る
科
挙
も
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
文
武
の
官
僚
は
、

文
班
と
武
班
、
あ
わ
せ
て
両
班
と
称
さ
れ
た
。
官
僚
、
と
く
に
高

官
を
出
す
家
門
（
家
系
）
は
ほ
ぼ
固
定
し
て
い
き
、
名
門
と
称
さ

れ
る
家
門
が
成
立
し
た
。
高
麗
初
期
の
地
方
豪
族
の
一
部
は
、
そ

の
ま
ま
府
・
牧
・
郡
・
県
な
ど
の
行
政
実
務
を
担
当
す
る
郷
吏
の

地
位
に
つ
き
、
地
方
支
配
者
と
し
て
の
地
位
を
保
っ
た
。
高
麗
中

期
か
ら
末
期
に
か
け
て
、
郷
吏
の
出
身
者
が
科
挙
な
ど
を
通
じ
て

官
僚
に
登
用
さ
れ
る
動
き
が
進
ん
だ
が
、
こ
れ
ら
の
新
興
の
官
僚

の
子
孫
も
世
襲
的
に
官
僚
の
地
位
を
占
め
、
新
た
な
名
門
を
形
成

し
た
。
李
朝
国
家
が
成
立
す
る
と
、
高
麗
末
期
ま
で
に
官
僚
を
出

し
た
家
門
の
者
が
政
権
の
中
枢
を
占
め
て
、
そ
の
家
門
が
官
僚
の

地
位
を
事
実
上
世
襲
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
官
僚

を
出
し
た
家
門
に
属
す
る
者
も
両
班
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

す
な
わ
ち
両
班
は
族
的
な
呼
称
と
な
り
、
官
僚
を
出
し
う
る
家

門
・
身
分
を
指
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
両

班
の
別
称
で
あ
る
士
族
・
班
族
・
班
戸
と
い
う
呼
称
に
、
よ
り
よ

く
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
官
僚
に
就
任
す
る
に
は
両
班
の

身
分
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
ず
、
高
官
を
代
々
輩
出
す
る
名
門
両
班
の

家
門
が
多
数
存
在
す
る
こ
と
が
、
李
朝
の
国
家
の
特
質
と
な
っ
た
。

　
李
朝
後
期
の
党
争
の
中
に
お
い
て
、
各
党
派
、
こ
と
に
名
門
が
形
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成
さ
れ
て
い
っ
た
。
英
祖
の
蕩
平
策
の
も
と
で
も
、
党
派
と
結
び

つ
い
た
名
門
の
形
成
は
促
進
さ
れ
た
。
蕩
平
策
の
も
と
で
、
し
だ

い
に
老
論
は
少
論
に
対
し
て
優
位
を
占
め
て
い
き
、
一
七
五
五
年

に
峻
少
と
称
さ
れ
る
少
論
の
急
進
派
（
老
論
に
対
す
る
強
硬
派
）

の
反
乱
計
画
が
摘
発
さ
れ
る
に
至
っ
て
、
老
論
の
優
位
は
決
定
的

な
も
の
に
な
っ
た
。
こ
の
獄
事
（
乙
亥
の
獄
）
後
、
高
官
の
地
位

の
過
半
数
を
老
論
が
占
め
、
少
論
が
第
二
党
派
、
南
人
・
北
人
が

弱
小
党
派
で
あ
る
と
い
う
党
派
問
の
力
関
係
が
定
着
す
る
に
至
っ

た
。
こ
う
し
た
党
派
間
の
力
関
係
を
前
提
に
し
て
、
老
論
・
少
論

の
名
門
は
も
ち
ろ
ん
、
弱
小
党
派
の
南
人
・
北
人
に
も
名
門
は
定

着
し
た
。
た
と
え
ぱ
南
人
の
豊
山
洪
氏
は
、
英
祖
の
時
代
か
ら
正

祖
の
時
代
（
在
位
一
七
七
六
－
一
八
○
○
）
に
か
け
て
、
洪
重

徴
・
洪
重
孝
・
洪
名
漢
・
洪
秀
輔
と
四
名
も
の
判
書
を
出
し
た
。

北
人
の
宜
寧
南
氏
は
、
英
祖
時
代
後
期
に
南
泰
書
・
南
泰
斉
・
南

泰
会
と
三
名
の
判
書
を
出
し
た
。

　
一
九
世
紀
に
入
り
、
一
八
〇
六
年
に
純
祖
の
王
妃
（
純
元
王

后
）
の
父
で
あ
る
金
祖
淳
が
政
権
を
掌
握
し
、
外
戚
に
権
力
を
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

中
す
る
政
治
形
態
で
あ
る
世
道
政
治
が
開
始
さ
れ
た
。
金
祖
淳
は
、

老
論
の
名
門
安
東
金
氏
の
出
身
で
あ
っ
た
。
こ
の
安
東
金
氏
の
世

道
政
治
の
成
立
以
降
、
政
権
上
層
部
に
お
い
て
老
論
の
安
東
金
氏

が
占
め
る
比
重
は
飛
躍
的
に
拡
大
し
た
。

　
純
祖
年
間
以
降
、
勢
力
を
大
い
に
拡
大
し
た
老
論
の
安
東
金
氏

は
、
一
七
世
紀
前
半
に
活
躍
し
た
西
人
の
金
尚
容
（
一
五
六
一
－

一
六
三
七
、
右
議
政
に
登
る
）
・
金
尚
憲
（
一
五
七
〇
－
：
ハ
五

二
、
左
議
政
に
登
る
）
兄
弟
の
子
孫
に
当
た
る
。
兄
弟
の
属
す
る

安
東
金
氏
は
、
高
麗
の
太
祖
の
建
国
を
支
援
し
た
安
東
（
現
在
の

慶
尚
北
適
に
属
す
る
）
の
豪
族
で
あ
る
金
宣
平
を
始
祖
と
し
、
高

麗
後
期
に
官
僚
と
し
て
進
出
す
る
に
至
っ
た
が
、
そ
の
勢
力
が
盛

ん
に
な
る
の
は
金
尚
容
・
金
尚
憲
兄
弟
の
活
躍
以
降
で
あ
る
。
金

尚
憲
の
孫
で
あ
る
金
寿
輿
（
：
ハ
ニ
六
－
ニ
ハ
九
〇
、
領
議
政
に

登
る
）
・
金
寿
恒
（
：
ハ
ニ
九
－
一
六
八
九
）
兄
弟
は
、
顕
宗
時

代
（
在
位
ニ
ハ
五
九
－
七
四
）
か
ら
粛
宗
時
代
（
在
位
ニ
ハ
七
四

－
一
七
二
〇
）
前
半
に
か
け
て
活
躍
し
、
老
論
・
少
論
の
分
裂
に

際
し
て
老
論
の
領
袖
と
な
っ
た
。
金
寿
恒
の
長
男
で
あ
る
金
昌
集

（
ニ
ハ
四
八
－
一
七
二
二
、
領
議
政
に
登
る
）
は
粛
宗
時
代
後
期

か
ら
景
宗
時
代
（
一
七
二
〇
1
二
四
）
に
か
け
て
老
論
の
領
袖
で

あ
り
、
一
七
二
二
年
に
老
論
の
一
部
が
景
宗
の
殺
害
を
企
て
た
と

と
い
う
理
由
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
た
獄
事
（
壬
寅
の
獄
）
に
お

い
て
、
殺
害
計
画
に
関
与
し
た
と
し
て
死
を
賜
っ
た
。
そ
の
後
、

壬
寅
の
獄
は
誕
告
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
一
七
四
〇
年
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に
は
老
論
の
大
臣
で
あ
っ
た
金
昌
集
お
よ
び
李
願
命
（
ニ
ハ
五
八

－
一
七
二
二
、
左
議
政
に
登
り
、
壬
寅
の
獄
に
て
死
を
賜
う
）
の

剥
奪
さ
れ
て
い
た
官
職
が
復
さ
れ
て
（
庚
申
処
分
）
、
蕩
平
策
の

下
に
お
い
て
老
論
が
優
位
を
占
め
て
い
く
契
機
と
な
っ
た
。
庚
申

処
分
の
の
ち
、
金
昌
集
ら
は
英
祖
を
景
宗
の
後
継
者
で
あ
る
王
世

弟
に
定
め
た
功
が
あ
る
忠
臣
と
さ
れ
、
そ
の
子
孫
は
老
論
の
家
門

の
中
に
お
い
て
も
と
く
に
尊
重
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

正
祖
の
時
代
に
は
金
履
素
（
一
七
三
五
－
一
七
九
八
、
左
議
政
に

登
る
、
昌
集
の
曾
孫
）
・
金
文
淳
（
一
七
四
四
－
一
八
一
一
、
吏

曹
判
書
に
登
る
、
祖
父
が
昌
集
の
孫
か
ら
養
子
に
出
た
の
で
、
実

際
に
は
昌
集
の
玄
孫
に
当
た
る
）
ら
が
活
躍
し
た
。

　
一
八
〇
六
年
に
安
東
金
氏
の
世
適
政
治
が
成
立
し
て
以
降
、
純

祖
の
死
去
（
一
八
三
四
年
）
ま
で
に
、
議
政
お
よ
び
判
書
に
就
任

し
た
者
は
二
〇
名
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
老
論
は
六
五
名
（
総

数
の
五
九
・
一
％
）
、
老
論
の
安
東
金
氏
は
二
一
名
（
一
〇
・
九

％
）
を
占
め
た
。
老
論
の
安
東
金
氏
の
議
政
・
判
書
就
任
者
数
は
、

二
位
で
あ
る
老
論
の
延
安
李
氏
、
老
論
の
全
州
李
氏
の
各
五
名
を

大
き
く
引
き
離
し
た
。
正
祖
時
代
の
議
政
・
判
書
就
任
者
は
二
二

一
名
で
あ
り
、
老
論
は
七
一
名
（
五
四
・
二
％
）
で
あ
っ
た
の
で
、

世
道
政
治
成
立
後
に
は
老
論
の
勢
力
は
い
っ
そ
う
強
ま
う
た
の
で

あ
る
。
ま
た
正
祖
時
代
の
議
政
・
判
書
就
任
者
の
姓
氏
別
構
成
を

見
る
と
、
最
多
は
老
論
の
大
丘
徐
氏
の
七
名
（
五
・
四
％
）
で
あ

っ
た
。
姓
氏
別
構
成
に
お
け
る
第
一
の
勢
力
が
総
数
の
一
割
を
超

え
る
の
は
、
世
道
政
治
成
立
以
前
に
は
無
か
っ
た
こ
と
な
の
で
あ

る
。　
金
祖
淳
（
一
七
六
五
－
一
八
三
二
、
金
昌
集
の
玄
孫
、
純
祖
初

期
に
吏
曹
・
兵
曹
判
書
を
歴
任
）
は
王
妃
の
父
が
就
く
領
敦
寧
府

事
の
官
職
や
訓
錬
大
将
な
ど
の
軍
営
長
官
の
地
位
に
あ
っ
て
、
実

権
を
握
り
、
世
道
と
称
さ
れ
た
。
上
記
し
た
老
論
の
安
東
金
氏
の

議
政
・
判
書
就
任
者
の
内
訳
は
、
金
昌
集
の
子
孫
は
金
履
度
（
昌

集
の
子
孫
、
履
素
の
弟
）
・
金
文
淳
・
金
蘭
淳
（
昌
集
の
曾
孫
）
・

金
適
根
（
祖
淳
の
子
）
・
金
教
根
（
昌
集
の
玄
孫
で
あ
る
泰
淳
の

養
子
）
の
五
名
、
そ
の
他
の
金
尚
憲
・
金
寿
恒
の
子
孫
が
金
履
翼

（
金
寿
恒
の
四
男
昌
業
の
曾
孫
）
・
金
学
淳
（
金
寿
恒
の
六
男
昌
立

の
玄
孫
）
の
二
名
、
金
尚
容
の
子
孫
が
金
履
喬
（
左
議
政
に
登

る
）
・
金
履
載
（
履
喬
の
弟
）
・
金
履
陽
・
金
義
淳
・
金
警
根
の
五

名
で
あ
づ
た
。
金
履
度
は
金
祖
淳
の
再
従
父
（
父
の
従
兄
弟
）
、

金
文
淳
・
金
蘭
淳
は
金
祖
淳
の
再
従
兄
弟
（
ま
た
い
と
こ
）
で
あ

る
の
で
、
金
適
根
も
ふ
く
め
て
金
祖
淳
の
近
親
は
四
名
で
あ
っ
た
。

　
金
祖
淳
が
死
去
す
る
と
、
子
の
金
適
根
（
一
七
八
五
－
一
八
四
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○
）
が
実
権
者
で
あ
る
世
道
の
地
位
を
引
き
継
ぎ
、
金
適
根
が
死

去
す
る
と
弟
の
金
左
根
（
一
七
九
七
－
一
八
六
九
）
・
再
従
弟

（
金
祖
淳
の
従
兄
で
あ
る
吏
曹
参
判
金
明
淳
の
子
）
の
金
弘
根

（
一
七
八
八
－
一
八
四
二
）
が
安
東
金
氏
を
代
表
す
る
よ
う
に
な

り
、
金
弘
根
が
死
去
す
る
と
金
左
根
と
金
興
根
（
一
七
九
六
－
一

八
七
〇
）
が
安
東
金
氏
を
代
表
す
る
に
な
っ
た
。
こ
の
間
に
憲
宗

（
在
位
一
八
三
四
－
一
八
四
九
、
純
祖
の
孫
）
が
即
位
す
る
と
、

一
八
三
七
年
に
金
祖
根
（
一
七
九
三
－
一
八
四
四
、
金
履
素
の

孫
）
の
娘
が
憲
宗
の
王
妃
（
孝
顕
王
后
、
一
八
二
八
－
一
八
四

三
）
と
な
っ
た
。

　
憲
宗
の
時
代
に
は
、
憲
宗
の
母
（
孝
明
世
子
の
墳
で
、
孝
明
世

子
が
翼
宗
と
追
尊
さ
れ
た
の
で
王
大
妃
と
な
る
）
で
あ
る
王
大
妃

趨
氏
（
神
貞
王
后
、
一
八
○
八
－
一
八
九
〇
）
の
一
門
で
あ
る
老

論
の
豊
壌
趨
氏
の
勢
力
も
拡
大
し
た
。
安
東
金
氏
は
、
憲
宗
時
代

末
期
に
は
豊
壌
超
氏
の
勢
力
を
抑
え
て
、
そ
の
挑
戦
を
し
り
ぞ
け

た
。
憲
宗
時
代
の
議
政
・
判
書
就
任
者
総
数
八
二
名
の
う
ち
、
老

論
は
五
〇
名
（
六
一
・
○
％
）
を
占
め
た
中
に
お
い
て
、
老
論
の

安
東
金
氏
は
九
名
（
一
一
・
○
％
）
を
占
め
、
老
論
の
全
州
李
氏

の
五
名
、
老
論
の
豊
壌
超
氏
の
四
名
を
大
き
く
引
き
離
し
て
い
る

と
こ
ろ
に
、
老
論
の
安
東
金
氏
の
勢
力
が
引
き
続
き
大
き
か
っ
た

こ
と
が
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。

　
憲
宗
時
代
に
お
け
る
老
論
の
安
東
金
氏
の
議
政
・
判
書
就
任
者

の
内
訳
は
、
金
祖
淳
の
近
親
が
金
適
根
・
金
弘
根
（
左
議
政
に
登

る
）
・
金
左
根
・
金
興
根
・
金
蘭
淳
（
祖
淳
の
再
従
弟
、
祖
根
の

叔
父
）
の
五
名
、
そ
の
他
の
金
昌
集
の
子
孫
が
金
教
根
、
以
上
の

他
の
金
尚
憲
・
金
寿
恒
の
子
孫
が
金
学
淳
、
金
尚
容
の
子
孫
が
金

履
載
・
金
英
淳
（
履
喬
の
子
）
で
あ
っ
た
。

　
憲
宗
が
嗣
子
無
く
し
て
死
去
す
る
と
、
安
東
金
氏
は
江
華
島
に

住
ん
で
い
た
正
祖
の
弟
・
恩
彦
君
の
孫
を
王
位
に
擁
立
し
た
。
こ

れ
が
哲
宗
（
在
位
一
八
四
九
－
一
八
六
三
）
で
あ
る
。
一
八
五
一

年
に
は
金
波
根
（
一
八
〇
一
－
一
八
六
三
）
の
娘
が
哲
宗
の
妃

（
哲
仁
王
后
、
一
八
三
七
－
一
八
七
八
）
と
な
り
、
安
東
金
氏
は

三
代
の
王
の
外
戚
と
な
っ
た
。
金
祖
淳
・
金
祖
根
と
同
じ
く
、
金

波
根
も
金
昌
集
の
子
孫
で
あ
る
の
で
、
金
昌
集
の
子
孫
か
ら
三
代

の
王
妃
が
出
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
哲
宗
時
代
に
老
論
の
安
東
金
氏
の
勢
力
は
全
盛
期
を
迎
え
た
。

哲
宗
時
代
の
議
政
・
判
書
就
任
者
総
数
一
〇
八
名
の
う
ち
、
老
論

は
六
八
名
（
六
三
・
○
％
）
を
占
め
、
憲
宗
の
時
代
よ
り
も
さ
ら

に
勢
力
を
増
し
た
。
姓
氏
別
構
成
を
見
る
と
、
老
論
の
安
東
金
氏

は
一
七
名
（
一
五
・
七
％
）
を
占
め
、
二
位
に
当
た
る
老
論
の
南
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陽
洪
氏
、
老
論
の
全
州
李
氏
の
各
五
名
を
は
る
か
に
引
き
離
し
て

い
る
。

　
哲
宗
時
代
に
お
け
る
安
東
金
氏
の
議
政
・
判
書
就
任
者
一
七
名

の
内
訳
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
金
祖
淳
の
近
親
一
金
蘭
淳
・
金
左
根
（
領
議
政
に
登
る
）
．

　
　
　
　
　
金
興
根
（
領
議
政
に
登
る
）
・
金
応
根
（
弘
根
の
弟
、

　
　
　
　
　
興
根
の
兄
）
・
金
柄
翼
（
左
根
の
子
、
祖
淳
の
孫
）
・

　
　
　
　
　
金
燗
徳
（
興
根
の
子
）
・
金
柄
粧
（
適
根
の
子
、
祖

　
　
　
　
　
淳
の
孫
）
の
七
名

　
　
そ
の
他
の
金
昌
集
の
子
孫
一
金
泳
根
・
金
輔
根
（
履
度
の

　
　
　
　
　
孫
）
・
金
柄
喬
（
教
根
の
子
）
の
三
名

　
　
金
昌
協
（
昌
集
の
弟
）
・
金
元
行
（
昌
協
の
孫
）
の
子
孫
一

　
　
　
　
　
金
沫
根
（
元
行
の
曾
孫
）
・
金
柄
国
（
沫
根
の
子
）
・

　
　
　
　
　
金
柄
雲
（
沫
根
の
兄
で
あ
る
浩
根
の
子
）
・
金
柄
学

　
　
　
　
　
（
柄
国
の
兄
）
の
四
名

　
　
　
　
　
［
以
上
が
金
尚
憲
・
金
寿
恒
の
子
孫
　
計
一
四
名
］

　
　
金
尚
容
の
子
孫
一
金
英
淳
・
金
大
根
（
履
陽
の
孫
）
・
金
応

　
　
　
　
　
均
（
著
根
の
従
兄
弟
で
あ
る
世
根
の
孫
）
の
三
名

　
金
元
行
は
金
昌
集
の
孫
で
あ
っ
た
が
、
金
昌
協
（
金
寿
恒
の
次

男
。
粛
宗
時
代
後
半
に
礼
曹
判
書
に
登
る
）
の
子
で
あ
る
金
崇
謙

に
養
子
に
入
う
た
。
し
た
が
っ
て
金
昌
協
・
金
元
行
の
子
孫
（
昌

協
の
男
系
子
孫
は
こ
の
系
統
だ
け
で
あ
る
）
は
、
金
昌
集
の
子
孫

に
準
じ
た
存
在
と
言
っ
て
よ
い
。
哲
宗
の
時
代
に
、
金
昌
集
．
昌

協
兄
弟
の
子
孫
は
大
い
に
繁
栄
し
た
の
で
あ
る
。

　
一
八
六
三
年
末
に
政
権
を
握
っ
た
大
院
君
（
国
王
の
高
宗
の
生

父
）
は
王
権
強
化
策
の
一
環
と
し
て
、
南
人
・
北
人
の
高
官
へ
の

登
用
を
拡
大
し
て
、
老
論
の
勢
力
、
と
く
に
安
東
金
氏
の
勢
力
の

抑
制
を
図
っ
た
。
し
か
し
大
院
君
の
政
策
を
も
っ
て
し
て
も
、
高

官
の
中
の
老
論
の
比
重
を
低
め
る
こ
と
は
で
き
た
も
の
の
、
老
論

が
高
官
の
過
半
数
を
占
め
、
第
一
の
党
派
で
あ
る
と
い
う
勢
力
配

置
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
し
、
安
東
金
氏
の
勢
力
は
な

お
根
強
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
．

　
大
院
君
政
権
期
の
議
政
・
判
書
就
任
者
総
数
二
二
九
名
の
う
ち

老
論
は
七
八
名
で
あ
り
、
そ
の
比
率
は
五
六
・
一
％
で
あ
っ
た
。

哲
宗
時
代
に
比
し
て
老
論
の
比
率
が
七
％
も
減
少
し
た
と
こ
ろ
に
、

大
院
君
の
老
論
抑
制
策
が
か
な
り
成
功
し
た
こ
と
を
見
て
と
る
こ

と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
老
論
は
過
半
数
を
保
っ
た
の

で
あ
り
、
一
七
五
五
年
の
乙
亥
の
獄
以
来
続
い
て
き
た
老
論
優
位

体
制
は
、
大
院
君
の
独
裁
的
な
権
力
行
使
に
よ
っ
て
も
覆
す
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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ま
た
老
論
の
安
東
金
氏
の
議
政
・
判
書
就
任
者
は
一
四
名
（
一

〇
・
一
％
）
で
あ
り
、
二
位
の
老
論
の
全
州
李
氏
の
八
名
を
大
き

く
引
き
離
し
て
い
た
。
こ
れ
は
大
院
君
が
安
東
金
氏
を
全
体
と
し

て
抑
え
た
と
い
う
よ
り
、
哲
宗
時
代
に
巨
大
な
勢
力
と
な
っ
た
安

東
金
氏
の
内
部
分
裂
を
利
用
し
て
、
権
力
を
確
保
し
た
面
が
あ
る

こ
と
に
よ
る
。
哲
宗
時
代
後
半
に
、
金
祖
淳
の
近
親
で
あ
り
、
世

道
と
し
て
権
力
を
握
っ
て
い
た
金
左
根
・
金
興
根
・
金
柄
翼
に
対

し
て
、
金
柄
学
・
金
柄
国
兄
弟
（
金
昌
協
・
金
元
行
の
子
孫
）
が

対
抗
し
て
お
り
、
大
院
君
は
金
柄
学
一
金
柄
国
兄
弟
と
結
ぶ
一
方
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

前
者
の
勢
力
を
抑
え
た
の
で
あ
る
。
金
柄
学
（
一
八
二
一
－
一
八

七
九
）
は
領
議
政
に
登
り
、
金
柄
国
（
一
八
二
五
－
一
九
〇
五
）

は
財
政
を
担
当
す
る
戸
曹
判
書
に
六
年
半
近
く
も
在
任
す
る
な
ど
、

金
柄
学
・
金
柄
国
兄
弟
は
大
院
君
政
権
を
支
え
る
上
に
お
い
て
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
金
左
根
は
大
院
君

政
権
初
期
に
領
議
政
を
退
き
、
金
興
根
は
現
職
の
議
政
に
任
ぜ
ら

れ
る
こ
と
は
な
く
、
金
柄
翼
も
判
書
に
任
命
さ
れ
は
し
た
が
短
期

の
在
任
に
と
ど
ま
っ
た
。

　
一
八
七
三
年
末
に
関
氏
政
権
が
成
立
す
る
と
、
老
論
の
騒
興
関

氏
の
世
道
政
治
が
行
な
わ
れ
、
騒
興
関
氏
の
三
房
派
、
と
く
に
閲

維
重
の
子
孫
が
繁
栄
し
た
事
情
は
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ

る
。

　
以
上
の
よ
う
に
一
九
世
紀
初
め
以
降
、
閏
氏
政
権
の
時
代
ま
で
、

外
戚
家
門
に
権
力
が
集
中
し
た
こ
と
を
説
明
し
て
き
た
が
、
一
九

世
紀
の
政
権
上
層
部
の
党
派
別
姓
氏
別
構
成
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、

な
お
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
が
三
つ
あ
る
。

　
第
一
は
、
閲
氏
政
権
の
時
期
に
は
、
一
九
世
紀
前
半
か
ら
半
ば

に
か
け
て
外
戚
と
し
て
勢
力
を
も
っ
た
老
論
の
安
棄
金
氏
、
老
論

の
豊
壌
趨
氏
が
強
い
勢
力
を
も
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
閲
氏
政
権
期

に
お
け
る
議
政
・
判
書
就
任
者
数
の
姓
氏
別
構
成
を
見
る
と
、
老

論
の
安
東
金
氏
は
一
七
名
と
第
二
位
で
あ
り
、
老
論
の
豊
壊
趨
氏

は
八
名
と
第
五
位
で
あ
っ
た
。

　
第
二
は
、
外
戚
家
門
と
姻
戚
関
係
を
結
ん
だ
家
門
も
繁
栄
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
老
論
の
青
松
沈
氏
の
う
ち
、
英
祖

時
代
前
半
に
吏
曹
判
書
に
登
っ
た
沈
宅
賢
（
ニ
ハ
六
四
－
一
七
三

六
）
の
孫
で
あ
る
沈
健
之
・
沈
豊
之
兄
弟
の
子
孫
の
例
を
挙
げ
よ

う
。
沈
豊
之
（
一
七
三
八
－
一
七
九
三
）
は
正
祖
時
代
に
礼
曹
判

書
に
登
り
、
兄
の
沈
健
之
は
『
万
姓
大
同
録
」
の
記
事
に
よ
れ
ば
、

官
職
に
就
い
た
の
か
ど
う
・
か
明
確
で
は
な
い
が
、
金
祖
淳
の
妻
が

沈
健
之
の
娘
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
金
祖
淳
の
姻
戚
と
な
っ

た
沈
健
之
・
沈
豊
之
兄
弟
の
子
孫
か
ら
は
、
純
祖
時
代
の
末
か
ら
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関
氏
政
権
期
に
か
け
て
沈
能
岳
（
豊
之
の
子
）
・
沈
宜
冤
（
豊
之

の
孫
）
・
沈
敬
沢
（
健
之
の
曾
孫
）
・
沈
舜
沢
（
能
岳
の
孫
、
領
議

政
に
登
る
）
・
沈
履
沢
（
舜
沢
の
弟
）
の
五
名
の
議
政
・
判
書
が

出
て
い
る
。

　
第
三
は
、
一
九
世
紀
に
多
数
の
議
政
・
判
書
就
任
者
を
出
し
た

家
門
の
多
く
は
、
一
七
世
紀
以
来
、
外
戚
や
高
官
を
輩
出
し
た
名

門
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
老
論
の
代
表
的
な
名
門
と
し
て

は
、
安
東
金
氏
・
騒
興
関
氏
・
豊
壌
超
氏
の
ほ
か
に
、
全
州
李
氏

撫
安
大
君
派
・
全
州
李
氏
密
城
君
派
・
延
安
李
氏
・
韓
山
李
氏
．

徳
水
李
氏
・
牛
峰
李
氏
・
慶
州
金
氏
・
光
山
金
氏
・
清
風
金
氏
・

藩
南
朴
氏
・
海
平
ヂ
氏
・
南
陽
洪
氏
・
豊
山
洪
氏
・
平
山
申
氏
・

楊
州
趨
氏
・
林
川
超
氏
・
青
松
沈
氏
・
宜
寧
南
氏
・
大
丘
徐
氏
・

恩
津
宋
氏
・
杷
渓
諭
氏
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
少
論
の
代
表
的
な

名
門
と
し
て
は
、
全
州
李
氏
孝
寧
大
君
派
・
全
州
李
氏
徳
泉
君

派
・
慶
州
李
氏
・
延
安
李
氏
・
全
義
李
氏
・
龍
仁
李
氏
・
慶
州
金

氏
・
播
南
朴
氏
・
東
莱
鄭
氏
・
披
平
弄
氏
・
大
丘
徐
氏
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。
南
人
の
代
表
的
な
名
門
と
し
て
は
延
安
李
氏
・
豊
山

洪
氏
・
清
州
韓
氏
な
ど
が
、
北
人
の
代
表
的
な
名
門
と
し
て
は
密

陽
朴
氏
・
豊
川
任
氏
・
宜
寧
南
氏
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　
　
　
前
節
に
お
い
て
、
一
九
世
紀
の
政
権
上
層
部
が
党
派
と
門
閥
の

　
　
存
在
を
前
提
と
し
て
構
成
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
見
て
き
た
。
こ
の

　
　
こ
と
は
、
大
院
君
政
権
期
・
閲
氏
政
権
期
に
お
け
る
政
権
上
層
部

　
　
の
構
成
の
分
析
を
行
な
う
た
め
の
前
提
と
し
て
、
時
期
を
さ
ら
に

　
　
さ
か
の
ぽ
っ
て
『
万
姓
大
同
譜
』
な
ど
の
史
料
を
読
み
、
分
析
す

　
　
る
こ
と
に
よ
っ
て
確
認
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
門
閥
の
存
在
自
体
は
李
朝
初
期
、
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
ウ
て
高
麗

　
　
よ
り
存
在
し
、
ま
た
ニ
ハ
世
紀
末
以
降
は
党
派
に
よ
ウ
て
政
権
上

　
　
層
部
の
構
成
が
規
定
さ
れ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ぱ
、
一
九
世
紀
に

　
　
お
け
る
政
権
上
層
部
の
構
成
の
特
質
を
歴
史
的
に
位
置
づ
け
る
た

　
　
め
に
は
、
少
な
く
と
も
李
朝
後
期
に
お
け
る
政
権
上
層
部
の
構
成

　
　
の
分
析
を
時
期
を
お
っ
て
行
な
う
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
し
か
も
政
権
上
層
部
の
構
成
の
分
析
は
、
権
力
構
造
全
体
の
分

　
　
析
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
。
官
制
や
官
僚
制
の
実
態
、
政
権
下
層

　
　
部
・
地
方
官
・
武
官
の
構
成
、
地
方
支
配
体
制
を
も
ふ
く
め
て
、

　
　
権
力
構
造
の
全
体
を
究
明
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
権
力
構
造

　
　
全
体
の
究
明
を
前
提
に
し
て
、
党
争
の
展
開
過
程
を
ふ
く
む
政
治

－
－
－
過
程
の
具
体
的
分
析
を
進
め
る
な
ら
ば
、
李
朝
後
期
政
治
史
研
究
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（49）李朝後期の権力構造の歴史的特質

は
大
い
に
進
展
す
る
で
あ
ろ
う
。
一
九
八
○
年
代
以
降
、
韓
国
に

お
い
て
は
党
争
史
研
究
が
さ
か
ん
に
な
り
、
そ
の
成
果
は
し
だ
い

に
蓄
積
さ
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
李
朝
後
期
政
治
史
研
究
の
分

野
は
、
な
お
研
究
が
不
足
し
て
い
る
分
野
が
多
い
。
筆
者
の
取
り

組
ん
で
い
る
政
権
上
層
部
の
党
派
別
姓
氏
別
構
成
を
分
析
し
て
、

権
力
構
造
の
具
体
的
究
明
を
め
ざ
す
研
究
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

関
係
資
料
が
豊
富
に
存
在
し
な
が
ら
、
研
究
が
手
薄
な
李
朝
後
期

政
治
史
研
究
の
分
野
は
、
今
後
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
魅
力
あ
る

分
野
で
あ
ろ
う
。

（
1
）
　
拙
稿
「
甲
申
政
変
・
開
化
派
研
究
の
課
題
」
『
朝
鮮
史
研
究
会

　
論
文
集
』
第
二
二
集
、
一
九
八
五
年
三
月
、
五
〇
頁
。

（
2
）
　
拙
稿
「
関
氏
政
権
上
層
部
の
構
成
に
関
す
る
考
察
」
『
朝
鮮
史

　
研
究
会
論
文
集
』
第
二
七
集
、
一
九
九
〇
年
三
月
。

（
3
）
　
既
刊
の
も
の
と
し
て
は
、
「
大
院
君
政
権
の
権
力
構
造
」
（
『
東

　
洋
史
研
究
』
第
四
九
巻
第
二
号
、
一
九
九
〇
年
九
月
）
、
「
閏
氏
政
権

　
後
半
期
の
権
力
構
造
」
（
東
京
大
学
文
学
部
朝
鮮
文
化
研
究
室
『
朝

　
鮮
文
化
研
究
』
第
二
号
、
一
九
九
五
年
三
月
）
が
あ
る
。

（
4
）
世
道
政
治
成
立
の
背
景
と
し
て
は
、
時
派
と
僻
派
と
の
争
い
が

　
あ
る
が
、
紙
幅
を
要
す
る
た
め
、
説
明
を
省
く
。
武
田
幸
男
編
『
朝

　
鮮
史
』
一
八
O
頁
、
　
一
八
七
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
5
）
黄
珪
『
梅
泉
野
録
』
（
国
史
編
纂
委
員
会
編
纂
、
韓
国
史
料
叢

書
第
一
、
ソ
ウ
ル
・
探
究
堂
、
一
九
五
五
年
）
二
－
三
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
助
教
授
）
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